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飯
島
氏
は
、
旧
伊
奈
町
役
場
職
員

を
経
て
、
昭
和
62
年
に
旧
伊
奈
町
議

会
議
員
に
当
選
、
平
成
2
年
に
は
伊

奈
町
長
に
就
任
し
、
4
期
16
年
、
平

成
18
年
５
月
か
ら
は
、
初
代
つ
く
ば

み
ら
い
市
長
と
し
て
1
期
４
年
、
平

成
22
年
5
月
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
、

永
き
に
わ
た
り
、
郷
土
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

旭き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

日
小
綬
章　
地
方
自
治
功
労

飯い
い
じ
ま島　

善ぜ
ん

氏
（
小
張
）
80
歳　

元
つ
く
ば
み
ら
い
市
長

春の叙勲・危険業務従事者叙勲

　  市内から多くの方が受章

　永年にわたる職務に対する功労や社会貢
献をたたえる春の叙勲、永年にわたって危
険性の高い公務に携わり、社会に貢献され
た功績をたたえる危険業務従事者叙勲の受

章者が発表されました。
　今回の受章をお祝い申し上げますと
ともに、ますますのご活躍をお祈りい
たします。

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章　
　

防
衛
功
労

山や
ま
ぐ
ち口　

惠め
ぐ
み氏

（
小
張
）
61
歳　

元
海
上
自
衛
官

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章　
　

防
衛
功
労

蛯え
び
は
ら原　

哲て
つ
お雄

氏
（
青
木
）
61
歳　

元
海
上
自
衛
官　

　

そ
の
間
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
通
と
そ
の
沿
線
開
発
、
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
つ
く
ば
み
ら
い
市
の

市
政
施
行
と
、
広
範
に
わ
た
る
知
識

と
確
固
た
る
政
治
信
念
を
も
っ
て
、

今
日
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
基
礎
を

築
か
れ
ま
し
た
。

【
受
章
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
私
一
人
が

受
章
し
た
も
の
で
は
な
く
、
市
民
、

職
員
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
支
援
心
よ
り
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
を

任
せ
き
り
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
分
の
健
康
を
気
遣
っ
て
く
れ

た
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
氏
は
、
昭
和
43
年
に
海
上
自

衛
隊
に
入
隊
、
鹿
屋
航
空
基
地
（
鹿

児
島
県
）
で
飛
行
教
育
終
了
後
、
八

戸
航
空
基
地
（
青
森
県
）、
下
総
航

空
基
地
（
千
葉
県
）
な
ど
に
配
属
さ

れ
、
平
成
16
年
2
月
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
、
永
き
に
わ
た
り
、
国
防
の
職

責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
哨
戒
機
の
搭
乗
員
と
し

て
、
経
済
水
域
お
よ
び
領
海
の
警
戒

監
視
、
遭
難
船
の
捜
索
、
流
氷
観
測

な
ど
多
く
の
任
務
に
従
事
し
、
後
年

は
、
搭
乗
員
、
整
備
員
教
育
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

【
受
章
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
大
変
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
防
衛
省
海
上

幕
僚
長
を
は
じ
め
、
海
上
自
衛
隊

の
先
輩
、
後
輩
多
く
の
皆
様
方
の

お
陰
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
不
安
の
多
い
勤

務
の
中
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

蛯
原
氏
は
、
昭
和
44
年
に
海
上
自

衛
隊
に
入
隊
、護
衛
艦
「
し
き
な
み
」

に
配
属
。
そ
の
後
、
護
衛
艦
「
ゆ
う

ぐ
れ
」、
輸
送
艦
「
し
れ
と
こ
」、
練

習
艦
「
か
と
り
」、駆
潜
艇
「
き
じ
」、

下
総
航
空
基
地
隊
な
ど
に
配
属
さ

れ
、
平
成
16
年
３
月
に
退
職
さ
れ
る

ま
で
、
永
き
に
わ
た
り
、
国
防
の
職

責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
艦
艇
勤
務
時
は
、
砲
術

関
係
の
職
務
を
、
航
空
基
地
勤
務
に

お
い
て
は
、
航
空
機
事
故
に
備
え
る

航
空
消
防
の
任
務
に
従
事
し
た
ほ

か
、
輸
送
艦
「
し
れ
と
こ
」
配
属
時

に
は
、
沖
縄
返
還
に
際
し
、
日
本
通

貨
を
沖
縄
ま
で
輸
送
す
る
と
い
う
任

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
章
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
の
受
章
は
大
変
光
栄

に
、
ま
た
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
海
上
自
衛
隊
の
先
輩
の

ご
指
導
お
よ
び
同
僚
、
後
輩
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。


